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｜ はじめに
日本では、年間100万人ぐらいの方が、がんの診断

を受けています。前立腺がんの罹患数は男性1位と

なっていますが、５年相対生存率も１位であり、一般

に治りやすいがんと思われています。がん全体を見れ

ば、女性の５年相対生存率は70％弱、男性では60％

強となっており、すでに「がん＝死」という時代では

ありません。がんは一定期間を乗り越えれば、比較的

安定してつきあえる病気となりました。

「がんと向き合いながら、人生をどう歩んでいくか」

というサバイバーシップの概念と、より真剣に向き合

える時代になりつつあると思っています。

｜ がんサバイバーシップの潮流

この方は、フィッツホフ・ミュランというがん治療

に携わる医師でした。ところが、1974年、32歳のと

きに縦隔胚細胞腫という希少がん患者となってしまい、

当時の細胞毒性の強い治療を受けながら、こんなこと

を考えていました。

・がん患者は、病気や治療によって変化する体を、う

まくコントロールをしながら、社会生活を送っている。

・がん患者は、治療が終わったあとも、再発の恐怖や

病気の進行におびえながら生活をしている。

・治癒ができたのかどうかという、単純な２分法で病

気を考えるのではなく、診断後、日々生きているプロ

セスそのものが大事。

そして、それを『New England Journal of Medicine』

という医学雑誌に投稿されたのです。

がん患者が重要視しているのは、病を治すことだけ

ではない。患者の身体的、心理的、社会的側面にも、

もっと関心を寄せよう、というメッセージを発信され

たんですね。

これを機にサバーバーシップという概念が生まれ、

1986年、NCCS（全米がんサバイバーシップ連合）

が作られて、現在もこの団体は、全世界のがんサバイ

バーシップ運動をけん引しています。

｜ がんサバイバーシップとは
がんサバイバーシップとは、がんと診断されたとき

から、人生の最後を迎えるまで、がんと共に充実した

生を生き抜くことです。サバイバー（Survivor）とい

う言葉は、以前は、生き残った人という意味合いで使

用されてきましたが、がんに関しては「体験者」とい

う意味に近いと思います。治療結果に振り回されず、

何を大切にし、今後の人生をどう生きていくのかとい

うプロセスそのものがサバイバーシップであり、看護

の領域では、近年この支援の重要性の認識が高まりつ

つあります。

2005年には、がんサバイバーシップケアのモデル

が提唱されました。長期にわたる支援の必要性という

ことで、生きていく過程で出てくる様々な課題が明ら

かになり、医療、医学、看護学分野においても、学問
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として深めていっているところです。

｜ 日本のがんサバイバーシップ
日本ではどのような動きがあったのでしょう。

1993年、まだがんの告知が一般的ではなかった時

代に、TVキャスター逸見正孝さんがスキルス胃がん

を公表されました。逸見さんも、最初の病院では、が

んが取りきれなかったことなどの説明は受けておられ

ず、病院が変わって、ご自分の病状を正確に知るわけ

ですけれども、そのあと、逸美さんは記者会見を行わ

れました。この公表ですごく世間に衝撃が走ったとい

うことを、私も覚えています。

現在では、著名な方々がご自分の病気を公表されて

おられますが、そういった動きというのは、この時期

から始まったように思います。

2000年前後には、今度は様々な方々が、患者体験

を発信されるようになってきました。

｜ がん対策基本法の成立
日本にはいろんな問題があって、例えば海外で使え

る薬が日本では使えないといういわゆるドラッグラグ

（未承認薬）問題とか、地方都市では十分な治療が受

けられないとか、そういう患者さんたちの声が、国を

動かした出来事があります。

当時民主党参議院議員だった山本孝史さんが、国会

でご自分のがんの公表と共に、がん対策基本法の必要

性を訴えられ、異例の速さでこの法律が成立しました。

がん対策基本法の基本理念には、次のようなことが

書かれています。

①がんの予防、診断、治療等の技術を向上させる

②全国どこでも、等しく適切ながん医療を受けられる

③患者さん本人の意向を十分尊重する

日本のがん対策の歴史はまだ浅いのですが、がん対

策基本法が2007年に施行され、以降5年ごとに、が

ん対策推進基本計画というのが見直されて、現在に

至っております。この間、20年近くの間に様々な整

備がなされて、がん対策と共にがん医療も発展してき

たと思います。

第４期がん対策基本計画では「がんとの共生」と

いった分野で、がん患者等の社会的問題への対策、す

なわち「サバイバーシップ支援」が重点施策の一つと

して採り入れられました。

｜ がんサバイバーシップの季節
がんサバイバーシップの「季節」というのは、がん

患者それぞれのプロセス（時期）のことです。

診断・治療から生存の延長が確認され、長期生存に

至ると、このまま無事に人生を全うされる方おられま

すが、再発・再燃し、終末期を迎える方もおられます。

急性期、延長期、安定期、終末期、それぞれの季節

でどのようなことが生じるのか、その一部をこのリス

トに挙げていますので、目を通してみてください。

｜ 全人的苦痛
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がんサバイバーの方の悩みや課題というのは、本当

に沢山あります。

身体的苦痛、社会的苦痛、精神的苦痛、そして死の

恐怖や生きる意味を問うスピリチュアルペインなど。

私達は、これらを一括して全人的苦痛と読んでおり、

どうすればうまく緩和していけるだろうかということ

を考えながら仕事にあたっております。

｜ 自己効力感（自己コントロール感）
病気や治療に立ち向かう力っていうのは、私は何な

のかなというふうによく思うことがあります。

以前、私は、化学療法を受ける患者さんの副作用が、

看護の介入でどう軽減するかという研究をしたことが

ありますが、対象となる患者さんを勧誘した時に、お

断りになった患者さんが数人おられました。

その中の一人、Aさんは「これから始まる治療がと

ても心配で、不安がいっぱい、自分は余裕がないから

そんな研究には参加したくない」とおっしゃいました。

一方、Bさんは、この方はすでに抗がん剤を一度経

験済みだったのですが、「前回の経験から、これだっ

たら食べられると思うし、こうやれば副作用を乗り越

えられるということはだいたい分かっている。だから

あなたのケアは必要ない」とおっしゃいました。

このお二人のどちらの方が、ご自分の状況をコント

ロールする力を取り戻しておられるのでしょう。

目標を達成するための能力があると認識できる（自

信をお持ちの）状態のことを、私たちは「自己効力感

（Self-efficacy）」とか「自己コントロール感」と

言っています。

｜ がんと診断された時の心の動き

病気や治療に立ち向かう力というのは、心の動きに

もすごく影響を受けるんですね。

病名の告知を受けたり、再発や病状進行の話を聞い

たあとの心の動きですけれども、始めはやはり気持ち

が落ち込みます。しかし、だんだんと心や気持ちが変

化して、多くは、通常2週間ぐらいで元の状態に戻っ

てくるといわれています。ただ、これが少し遅延する

と適応障害、もっと遅延するとうつ状態になり、心療

内科等のサポートが必要かもしれません。

物事を決めるのは、この落ち込んでいるときではな

くて、通常の状態に戻ってからのほうが、間違った選

択をしなくていいかなというふうにも思います。

｜ Self Advocacy（自己擁護）
サバイバーシップの考え方の中に、Self Advocacy

（自己擁護）というのがあります。
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2000年のがん看護学会のテーマは 「がんサバイ

バーシップ」で、NCCSのスーザン・ライフ(Susan 

Leigh)先生をお招きし、話をしていただいたんですが、

このSelf Advocacyという単語を、通訳の方が「主

張」と訳すので、フロアから「なぜこれを主張と訳す

んですか」という質問がありました。

その時、スーザン先生はこうおっしゃいました。

「自分で自分のことを守っていく、ということは、自

分のために自分の足で立つ、ということであり、自分

のことをちゃんと主張していくことなのです」

がんと向き合うという困難な状況の中で、自己コン

トロール感を持ち、自分の足で立ち、ちゃんと自分を

主張していく・・・すごく大事なことだと思います。

これが Self Advocacy の力だと思います。

｜ Advocacy の３つの視点
がんサバイバーのアドボカシー（Advocacy）には、

次の３つの視点があるといわれています。

①個人のアドボカシー

②ほかのサバイバーへ向けたアドボカシー

③公共に向けたアドボカシーです。

個人のアドボカシー：

自分のために発揮するもので、例えば情報収集、患者

会やサポートグループへの参加があります。情報収集

ではがん相談支援センターの有効利用をお勧めします。

悩みの相談と共に、医療情報の提供も役目の一つと

なっています。

他に、Self Advocacyの個人学習プログラムもある

のですが、インターネットで視聴覚教材として公開さ

れていますが、まだ日本語翻訳はありません。

他のサバイバーに向けたアドボカシー：

こういったピアサポートやセルフ・ヘルプ・グルー

プ、患者会等で、お互いをサポートし合う。

公共へ向けたアドボカシー：

自分の体験を公共の場で伝えていく、政策や社会の

しくみを変えるため、様々な主張を行っていく。

がんサバイバーシップに含まれるケアというのは、

こういうものがあってですね、現在、医療的にも様々

な分野で、こういった研究がなされているところです。

｜ さいごに

がんサバイバーへの長期的な支援ということで、ア

メリカやヨーロッパのほうでは、がんサバイバーシッ

プケアプランというのが立てられていて、今後のケア

のために、これまでの治療内容とプランを要約した

「がん治療の履歴書」というものを、皆さん持ってお

られます。

また、Cancer Survivorship Clinicといって、積

極的なケアを終えたあとに、人生の次の段階に移行し

ようとしているサバイバーのケアを担当する医療部門

が、大きな病院やクリニック単位であったりします。

日本では、まだほとんどこういった動きはありませ

んが、今後、このようなサポートが始まることを期待

しています。

駆け足でしたが、これで終わりたいと思います。
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